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第25号　　（2021年  11月）

【今号の紙面】日本代表選手の感想（２面）
／オンライン大会の課題・座談会開催

（3 面）／リレーエッセイ（4 面）

国際地学オリンピックオンライン開催
初のオンライン大会で日本チーム大健闘

　今年 8 月 25 日から 30 日にかけて第
14 回国際地学オリンピック（IESO2021）
がウェブ会議アプリを用いたオンライン
形式で開催された。井上真一（灘高等学
校 2 年）、岩崎野笑（神戸女学院高等学
部 3 年）、佐藤弘康（栄東高等学校 2 年）、
孫翰岳（筑波大学附属駒場高等学校 2 年）
の 4 名で構成された日本選手団は感染
対策を講じたうえで茨城県つくば市内に
ある「ホテル東光」にて一連の日程に参
加した。
　本大会には 34 の国と地域から 185 名
の選手が参加、開会式と閉会式は全世界
同時に行われ、その他のイベントについ
ては国ごとの時差を考慮した３つのタイ
ムゾーンに分割、実施された。また、今

について調査した「Why are you here? 
The mystery of an incomprehensive 
stone」を発表、Very Good の評価を受
けた。国際混合チームで調べ学習を行う
ESP では井上選手のチームと佐藤選手の
チームがそれぞれ Very Good、岩崎選手
のチームが Good の評価を獲得した。同
じく国際混合チームで実施の Mission to 
Mars は宇宙開発に関する専用のアプリ
を使ったグループワークで、孫選手の所
属グループが全体４位の高スコアを獲得
した。地学の有効活用を提言する地学
宣言（Earth System Pledge）及び地学・
環境に関する芸術作品（詩・絵画・彫刻・
音楽等）の地学アート（Earth Science 
and Arts) は大会期間中にネット上に公
開され、参加者による投票が行われた。
日本選手団からは孫選手が二点の絵画、
佐藤選手が自作の絵と音楽による動画を
出品した。　
　国際大会は国際交流がメインだが、本
大会では様々なアプリを用いてチャット
や通話を駆使した積極的な交流が行われ
た。国際地学オリンピックは来年もオン
ラインで開催される予定。

年度はオンラインという初の試みであっ
た為、試験を対象とした金銀銅メダルの
授与は行わず、イベント毎に Excellent・
Very Good・ Good の三段階評価が採用
された。期間中の主なイベントは 6 種類。

（下段参照）
　個人成績が競われた DMT では事前に
掲示されたウェブサイトやアプリを利
用して自ら必要なデータを発掘し、そ
れらを基に考察する問題が出題された。
日本チームは孫選手が Excellent（金メ
ダル相当）、岩崎選手と佐藤選手が Very 
Good（ 銀 メ ダ ル 相 当 ）、 井 上 選 手 が
Good（銅メダル相当）を獲得した。国
別野外調査を行う NTFI では、日本チー
ムは茨城県南部の桜川の火山岩礫の由来

IESO2021 開会式の様子　日本チームは伝統衣装の浴衣で参加した（8 月 25 日）

　国際地学オリンピックのイベント６種
　　データマイニング試験 (Data Mining Test :DMT) ／火星探査体験 (Mission to Mars)
　　国別野外調査 (National Team Field Investigation :NTFI) ／
　　地球システム調べ学習 (Earth System Project :ESP) ／
　　地学宣言 (Earth System Pledge) ／地学アート (Earth Science and Arts)
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IESO2021 を終えて
日本代表選手に国際大会の感想を伺いました

一生モノの衝撃

　Earth System Pledge、Earth Science 
and Art では、全ての作品に様々なベク
トルの熱量を感じました。いったいどれ
ほど時間と労力をかけたのかというほど
作りこまれたものもあれば、本当に地学
が好きなのだと伝わってくるものもあり
ました。心から本気で物事に取り組むこ
とが少なかった自分にとってこのような
熱は衝撃で、真似したいと思う一方で、
ろくなものは出せないからとトライしな
かったことを後悔しました。
　ESP の準備と発表では、他国の生徒の
英語力と事務能力には特に驚かされまし
た。最初のミーティングでは自信も不安
も吹き飛ばされ、ただついていくので精
一杯でしたが、何とか食らいついて何か
しら貢献をしようとするうちに、最後に
は順応し、うまく動けるようになったと
感じます。「あきらめないこと」や「持
てる武器で戦うこと」はありふれた言葉
ですが、そういう信念を自分の中に取り
込めたことは僕がこの大会で得られた大
切なものの一つです。

　井上真一（灘高等学校 2 年）

異例づくしの大会

　今大会はとにかくイレギュラーな大会
で、従来の筆記・実技試験は DMT とい
う「分析的な」試験に変わりました。事
前に概要は聞いていましたが、いざ始
まってみるとあまりにも今までと問題の
毛色が違うので、これには最初面食らい
ました。衛星写真を分析したり、バーチャ
ルフィールドワークをしたり。とても斬
新で楽しかった一方、「石を見る」とい
う私の一番の武器があまり役立てられな
かったのは少し残念だったりもします。
他の国の選手と一緒の場所でフィールド
ワークができない都合上、開催国での現
地調査は自国の調査に変更されました。
これに関しては研修でフィールドワーク
を行ない、概ね資料もできていました。

しかし、大会が始まる前に先生方より辛
口なご指導を受け、根本的な構成から見
直すことになりました。「前提を知らな
い人に対して、どのようにしたら主張を
明瞭に伝えられるか」４人でかなり頭を
悩ませ、ほぼ１日かけてなんとかまとめ
直しました。この苦労は本当に勉強にな
り、後の ESP の資料作成にも生かすこ
とができました。

佐藤弘康（栄東高等学校 2 年）

トラブルに負けない強さ

　DMT は新しい形式で、データをサイ
トから読み取って解くものでしたが、
初っ端からサイトの使い方が分からず
15 分くらい何もできずにいました。メ
ダルが取れないんじゃないかと相当焦り
ましたが、冷静になって 2 題目に移っ
てみるとなんとか解き進めることがで
き、Very Good( 銀メダル相当 ) をとれ

て良かったです。いろいろ大変でしたが
DMT 自体は、オンラインで調査したり
博物館に行ったりして、普通のテストと
は違った楽しみがありました。初のオン
ライン参加だったので DMT のトラブル
以外にも ESP で自分のチームの発表の
直前になっても Google Meet に入れな
かったり、Zoom で音が通らなかったり
大会中何度も挫けそうになりましたが、
それぞれをなんとか乗り越えることで、
冷静さを保てばどんな時でもうまくいく
と強い自信と負けない精神がついたと思
います。研修も含めた 14 日間は今まで
の人生で経験したことがないほど刺激的
で、楽しく、貴重な経験でした。

岩崎野笑（神戸女学院高等学部 3 年）

ハチマキで気合！

大きな飛躍を経験

　自分は地学オリンピックに参加するこ
とで普通では到底歩み得ない大きな一歩
を踏み出せたと実感した。巡検、先生方
の講義を受けたこと、仲間とともに勉強
したこと、刺激を受けなかったことなど
一つもない。思考力、洞察力、英語力が
伸び、そして知識も大きく増えた。なに
よりも、今までで最も楽しみながら学べ
た時期であったと思う。
　他国の学生とぎこちない英語で協力し
てタスクに取り組むうちに、互いの姿が
見えない中であっても、言葉よりも多く
の何かを感じることがあった。初めは互
いにかしこまった印象を受けたが、しば
らくすると打ち解けて話せるようにな
り、それでも話すのが大変で、より英語
力を伸ばす必要性に改めて気付かされ
た。国際チームでのアクティビティが例
年に比べ減ったとはいえ、今大会を通し
て仲良くなり今でも連絡を取り続けてい
る友人が出来た。この人のつながりを将
来においても大事にしていきたい。

孫翰岳
（筑波大学附属駒場高等学校 2 年）

左から岩崎選手、孫選手、佐藤選手、井上選手

SNS を駆使して国際交流
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オンライン大会の課題と可能性

小説家川端裕人先生との座談会開催
　2021 年 9 月 26 日に「空よりも遠く、
のびやかに」（集英社文庫 2021 年）の
作者川端裕人先生と各方面で活躍して
いる地学オリンピック OB6 名（橋本氏、
中里氏、安河内氏、小山氏、田中氏、大
野氏）（司会は元理事長の久田氏）で座
談会を開催しました。

　「空よりも遠く、のびやかに」は地学
オリンピックを目指す高校地学部とボ
ルダリングを合体させた青春小説です。
OB が在籍していた高校地学部の様子が
よく描かれており、「地学とは何か」な
どの話題で盛り上がりました。座談会の
様子は HP に掲載されています。是非ご
覧ください。

　コロナウィルスの世界的パンデミック
により国際地学オリンピックはオンライ
ン開催という大きな変革を強いられた。
同時開催の難しさ

　各イベントはアジア / 欧州 / 米国の３
つのタイムゾーンに分割開催を余儀なく
され、これにより国際交流は例年に比べ
やや限定的なものとなった。日本チーム
は合宿形式をとり、メンター、オブザー
バー、地オリ OB の手厚いサポートを受
けつつ万全の態勢で臨んだが、コロナ禍
の影響で国内の移動も困難な国では自宅
からの参加を余儀なくされる選手も数多
くおり、全てがフラットとは言い難い条
件下での開催となった。

NTFI で深まる日本チームの絆

メダルがない？

　国際地学オリンピックのメインイベン
トである筆記試験と実技試験は不正対策
が難しいことから実施せず、ウェブ上の
情報を用いて考察する Data Mining Test
を用いて個人成績を評価することとなっ
た。個人成績票は発行されるものの、オ
リンピックにメダルがないことは参加選
手のモチベーションを大きく下げてしま
うと多くの国から反対意見が多く寄せら
れ、来年の課題となった。試験の問題傾
向は例年と似通っており、従来の研修内
容が有効と思われる。

　例年国際地学オリンピックのメイン
イベントとして行われる国際編成チー
ムによる現地調査は各国選手団が自国
を調査し発表する National Team Field 
Investigation (NTFI) へ変更された。日
本チームは産業技術総合研究所の高橋雅
紀博士の全面的なご指導の下、例年行っ
ている実技中心の秩父合宿、座学中心の
つくば合宿を NTFI の準備に充て、発表

交流は活発

　国際地学オリンピックが最重要視する
国際交流。例年の合宿形式を知るメン
ターや OB の心配をよそに、選手たちは
各国選手のメールアドレスが配布され
るや否や SNS を駆使し各国のチームメ
イトと連絡を取り合った。今年は Earth 
System Project と Mission to Mars で国
際チームが編成されたが、それ以外にも
自主的な交流会がいくつも開かれ、選手
たちは積極的に参加し、交友関係を広げ
ていった。
システムに課題

　発表の際に音声トラブルが発生する、
発表チームが Google Meet にログイン
出来ない、発表するスライド提出形式が
わからない等々、運営側の不備が目立っ
た。国際地学オリンピックは来年もオン
ライン開催が予定されており、改善が望
まれる。

資料は選手同士で連絡を取り合いつつ担
当のパートを作成した。選手たちは本格
的な巡検に参加しながら、地学への向き
合い方からプレゼンテーションの心得ま
で丁寧な指導を受けた。また、プレゼン
資料を共同で作成することにより互いの
知識や技術に触れ大いに刺激を受け、か
つ日本チームとしての絆が生まれたこと
は今大会の大きな収穫であった。

川端先生 ( 後列右から 3 人目 ) を囲む座談会メンバー
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Chiorin!  リレーエッセイ　no. 25

　1980 年代に千葉県千葉市で高校時代
を過ごし、日々の暮らしの中で地学部が
憩いの場でした。後になってから知るの
ですが、千葉県は全国でも高校に地学部
がある割合が一番高い、「地学部県」な
のだそうです。「あるのが当たり前」と
思ってきましたが、随分恵まれたこと
だったようです。
　自分がいた地学部は、実質天文部で、
地質班や気象班は何代か絶えていまし
た。だから、「なぜ宇宙のことばかりやっ
ているのに地学部なのか」と人によく聞
かれましたし、自分もうまく説明できま
せんでした。それでも、地学準備室には
先輩たちが残した様々な標本があり、そ
れらを通じて、地学という分野の広がり
を意識していたと思います。

かわばた　ひろと：兵庫県生まれ、千葉
県育ち。東京大学卒。ノンフィクション
作品に「ドードーをめぐる堂々めぐり」

「色のふしぎと不思議な社会」。小説「空
よりも遠く、のびやかに」はクライミン
グと地学を題材にした青春小説で地学オ
リンピックが登場。

地学は理科の王である！
川端 裕人

　その後、文筆を生業にして、科学小説
や科学解説の仕事をする中で、何度も「地
学」に出会います。古生物、海洋、気
象、火山、地震はもちろん、地学諸分野
から版図を広げていく惑星科学、宇宙の
成り立ちを問う天文学や宇宙物理の世界
にも、気がついたら地学が養った様々な
方法や知見が大いに活用されているでは
ないですか。　
　こういったことは、高校の地学教科書
で感じる、表面上の「まとまりのなさ」
と表裏の関係にあると気づきました。地
学は、ミクロからマクロまで対象の幅が
広くて、解明するために理科の諸分野の
知識や方法を使えるものは何でも使いま
すよね。物理も、化学も、生物も、そし
て数学も。だから「地学は理科の王であ

る！」と最近書いた小説の中の登場人物
の高校生に熱く語らせました。
　もちろん、すべての科学分野で、「手
持ちの武器を全部使う」のは当たり前か
もしれません。でも、地学は「すべてが
繋がっている」ことを見出しやすい。そ
んな学問の形をしているのではないで
しょうか。自分自身は、専門家にはなり
ませんでしたが、逆に少し距離を置いた
とろから見る地学は、そんな魅力に満ち
ています。

　私が国際地学オリンピックに参加した
のは、12 年前の台湾大会でした。当時
は「地学」だけで日本代表に選ばれてし
まった私と比べ、どの教科も飛び抜けて
優秀な他の代表選手に圧倒されました。
さらに国際大会でも海外の選手とうまく
英語でコミュニケーションができず悔し
い思いをしました。地学だけでも国際地

学オリンピックに挑戦できたことは私に
とって自信となる一方、もっと英語を勉
強して世界に出てみたいと思うようにな
りました。
　大学では地球科学、特に地質学を専攻
しました。大学時代は、海外の大学との
合同巡検に飛び入り参加して海外の学生
と仲良くなったり、日本に来ている留学
生を自宅に招いてホームパーティーを
行ったり、国際学会で発表するのに単独
渡航したりと、今思えば国際大会の経験
が活きていたのだなと思います。
　現在、私は筑波山地域ジオパークとい
うところで働いています。ジオパークは
地形・地質を活かして地域づくりをする
活動です。地球科学の知識や能力を活か

して社会に貢献できる新しい挑戦に、今
もワクワクして仕事をしています。今の
ところ日本国内のジオパークですが、い
つかは筑波山地域ジオパークも世界から
のお客様をお迎えしたいと、こっそり
思っています。
　国際地学オリンピックは、私にとって
世界に目を向けるきっかけになりまし
た。読者の皆さんも、ぜひ国際地学オリ
ンピックに挑戦してみてください。きっ
と、人生を変える何かを掴めるはずです。

先輩からエール！　人生を変える挑戦　　　冨永 紘平

とみなが こうへい：1991 年埼玉県生まれ
2015 年　筑波大学　地球学類卒業
2020 年　筑波大学・院　地球進化科学専攻
　　　　　博士後期課程修了　博士（理学）
現在　 筑波山地域ジオパーク推進協議会事務局
　　　　　（つくば市ジオパーク室） 専門員
　


